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先蚕儀礼と中国の蚕神信仰
新城理恵※
は　じ　め　に
　前近代の中国に於ては，国家の，特に皇帝自らが主宰する儀礼の遂行は，その支配の上で極め
て重要な意味を持っていた。
　歴代の正史の礼儀志などを見ても，『礼記』などの輝典に記載された種々の儀礼が，その実施’
月に従ってカレンダーのように配置され，まさに劇場国家とも言うべき様相を呈している。唐代
の国家儀礼のテキストそある『大唐開元礼』によって作成したのが，表①であるが，唐代までに，
国家儀礼は大祀，中祀，小祀にランクづけられており，原則的に皇帝の親祭するのは中祀まで，
とされている。（ユ）
　先蚕儀礼とは，そうした一連の国家儀礼の一つで，民に養蚕を教えた人物（先蚕氏）を祭る儀
礼である。この儀礼の大きな特徴は，大半の祭祀が皇帝主宰を原則とするのに対して，唯一皇后
主宰を原則とする祭祀である，という点である。
　本論では，中国におけゐ先蚕儀礼の制度的展開と，その背景について述べ，併せて民間におけ
る蚕神信仰との関係について述べてゆく。
1．先蚕儀礼の展開
（1）先蚕儀礼のモデル
　国家儀礼としての先蚕儀礼の儀式次第は，時代によって推移があるが，唐代に到ってほぼその
形式が固まった，と見られる。前にあげた『大唐開元礼』によると，（2）皇后の先蚕儀礼は季春（三
月）（3）の祭祀とされ，その儀式次第についての記述は，
　①斎戒（ものいみ）→②陳設（儀礼場の設営）→③車駕出宮（皇后が王宮を出発）→④饅享（酒
食をもって先蚕氏を祭る）→⑤親桑（皇后自ら桑を摘む）→⑥車駕還宮（皇后が王宮へ戻る）→
⑦労酒（慰労の宴会）
と，七つの段階に別れている。皇后は祭壇（先蚕壇）（4）（図1）で先蚕氏を祭った後，自ら桑を
摘み，その桑の葉は宮中の蚕室で飼われている蚕に与えられる。
※筑波大学大学院歴史・人類学研究科
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表①　『大唐開元礼』儀礼カレンダー
月（旧暦） 日 祭　　　　　祀 配　　神 備　　考 祭祀の別
一月 上辛 祈穀干円丘（昊天上帝） 高祖 大祀
立春 祀青帝於東郊（太昊） 句芒氏
■ 時祭（太廟） ■
■　　■　　一　■　　■　一　■　一　一　一　　1　一　’　一　’　　一 ’　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　1　　一　　・　　一　　’　　1　　■　　一　　’　　一　　’　　一　　一　　’　　一 ’　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　■　　■
吉亥 祀先農，耕籍（神農氏） 后稜氏 中祀
立春 祭東嶽東鎮 ナシ
立春 祭東海東漬 ナシ
’　一　’　　一　　■　一　　一　一　一　　一　一　一　一　　■　　■　　一　一 ■　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　’　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　■ 一　■　　■　1　■　　一　1　　■　一　　一　■　　■　　■　　■　　一　　一　一　　■ ■　　一　一　’　一　　■　　一　■　’　　■　　■　　■　■
立春後丑日 祀風師於国城東北 ナシ 小祀
二月 春分 朝日於東郊（大明） ナシ 中祀
上戊 太社，太稜 后士氏，后稜氏
■ 享先代帝王 各帝王に依る。 有司摂事
上戊 釈奨干斉太公（呂尚） 張良 有司摂事
上丁 釈翼干孔宣父（孔子） 皇太子主宰
’　　■　一　　■　■　　1　　■　■　■　　一　一　一　1　　一　一　　一　一　　■一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　■ ■　一　■　　■　　1　　■　一　　■　■　　1　I　　■　一　　1　一　　■　　一　’　一　　’　一　　一　’ 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■ 一　　■　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　一
一 興慶宮祭五龍壇 ナシ 小祀
一 祀馬祖 ナシ
三月 吉巳 祀先蚕，采桑 ナシ 皇后主宰 中祀
四月 一 写祀干円丘（昊天上帝） 太宗 大祀
立夏 祀赤帝於南郊（炎帝） 祝融氏
一’ 時祭
． 楴祭（太廟，五年一祭） 一
1　　一　　■　・　一　　’　一　　一　一　　一　一　’　一　　’　’　　一　一　　一一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　’　　一　　一　　一　　一　　一 ’　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一 ■　　■　■　一　一　1　■　　一　1　　■　■　　■　■　　■　1　　■　　■ ■　一　■　■　　一　　一　　一　一　一　■　　■　　■　■
立夏 祭南嶽南鎮 ナシ 中祀
立夏 祭南海南漬 ナシ
一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　■ 1　　一　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　■　　1　　1　　■　　■1　一　　一　一　　一　’　　一　’　　一　　一　一　　一　　一　’　　一　一　一　一　一　一　　一　一　　一　一 一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　■　　■　　一　　1　　1　　一　　一一　　■　　一　　1　　■　　■　　■　　1　　■　　■　　■　　1　　■　　一
立夏後申日 祀雨師於国城西甫 ナシ 小祀
五月 夏至 祭皇地砥於方丘 高祖 大祀
’　　’　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　一 ■　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　一　　■ ■　　■　　一　■　　一　■　　一　■　　■　■　　1　■　　■　　■　一　■　　■　■　　’　’　　一　一　　’　一一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■ 1　■　■　　■　■　一　一　　一　一　　■　■　　■　　■
一 祀先牧 ナシ 小祀
六月 ■ 祀黄帝於甫郊（軒韓） 后土氏 大祀
’ 中雷（太廟） 一
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1　　1　　1　　■　　■　　一　　■　　1　　1　　■　　1　　－　　1　　1　　一　　一　　一■　　■　　一　　■　　■　　一　　■　　一　　1　　■　　一　　■　　一　　一　　1　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　1　　1　　■　　一　　一　　■　　■　　■　　1　　’　　一　　一　　■　　一　　一　　‘ ■　　■　一　　’　　一　　’　一　一　一　’　一　　■　一　1　■　　■　■　一　一　一　　■　　■　一 ■　　■　一　　一　■　一　　一　　■　　一　一　　一　一　一　’　　一　■　一 一　　1　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一
季夏土王之日 祭中嶽 ナシ 中祀
七月 立秋 祀白帝於西郊（少昊） 藤収氏 大祀
’ 時祭
一　　■　　一　　一　　一　一　　一　一　　’　　一　　一　1　　一　　’　一　　一　　‘ 1　　一　　一　　一　　■　　一　　1　　■　　一　　一　　’　　一　　’　　一　　’　　’　　一　　一　　’　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　’ 一　’　　’　　’　一　　’　一　　■　一　　■　1　　1　一　　■　一　一 一　’　　一　　一　一　　一　一　　一　■　　■　　■　　■　一
立秋 祭西嶽西鎮 ナシ 中祀
立秋 祭西海西漬 ナシ
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　1　　一　　一　　一　　■　　一　　一 一　　’　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　’　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　■ 一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　■　　一　　一 一　　一　一　一　　一　一　一　　一　’　　一　’　　一　　一　　’　　一　　■　■ ■　　■　一　　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　　■　一
立秋後辰日 祀霊星於国城東南 ナシ 小祀
八月 秋分 夕月於西郊（夜明） ナシ 中祀
上戊 太社，太稜
上戊 釈箕子斉太公
上丁 釈箕干孔宣父
一　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　一 一　■　　■　一　■　　’　■　一　■　　一　■　　■　　■　一　　■　　■　■　一　　■　　■　一　一　　一 一　一　　一　一　一　　一　一　　一　一　■　一　　一　　一　1　　一　一　■ ■　　■　一　一　　一　　一　一　一　一　一　一　一　　’
■　　⊥ 祭馬社 小祀
九月 一 大享於明堂（昊天上帝） 容宗 大祀
十月 立冬 祀黒帝於北郊（額項） 玄冥氏 大祀
一 祭神州於北郊 太宗
一 時祭
一 袷祭（太廟，三年一祭） ’
’　　一　　一　　一　　一　　■　　■　1　　■　　一　■　　1　　■　■　　1　■　　一 一　一　　■　　■　■　　一　1　　■　■　　■　’　一　■　　■　■　一　一　　■　■　　■　　■　　■　一 一　　一　一　一　一　一　一　　一　　■　一　　一　　一　一　一　一　一　一 一　　■　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　一
立冬 祭北嶽北鎮 ナシ 中祀
立冬 祭北海北漬 ナシ
■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　一 一　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　■　　■　　一　　■　　■　　■ 一　　一　一　一　一　一　一　　一　　一　一　　一　一　’　’　一　　■　　一 ■　　■　　■　　■　　■　　一　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　■
一 祭司寒 ナシ 小祀
立冬後亥日 祀司申，司命，司人，司禄 ナシ
於国城西北
十一月 冬至 祀円丘（昊天上帝） 高祖 大祀
’　一　　’　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　1　■　　一 一　　■　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　1　　■　　一　　1　　一　　■　　■　　一　　■　　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　’　　一 ’　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　一　一　一　　一　一　一　一　　’　　一　　一　一　’　1 ■　　‘　一　1　　■　　一　　1　　一　　‘　■　　一　■　　一　■　　■　一　　■ 一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一
一 馬歩 ナシ 小祀
十二月 騰日 暗百神於南郊 一 大祀
’ 時祭
※　嶽，鎮，海，漬の祭祀は，『唐令拾遺』巻8祠令第23条開元七年による。
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　つまり，儀礼の基本的な構造は，原則的な祭神の次第に則った「祀先蚕」と，皇后による桑摘
みのパフォーマンスである「采桑」の二段階であり，更にこれに儀式の前提となる蚕室での養蚕
を加えると，先蚕儀礼は「蚕」と「桑」と「祀先蚕」の三つの要素で構成されていることになる。
これを先蚕儀礼の基本的なモデルとして，以下，歴代の先蚕儀礼の制度的な展開を見ていきたい。
（2）先秦
　中国における養蚕と織布は，既に石器時代に始まっていたことは，考古学上の諸成果によって
明らかにされている。それに伴って養蚕に関する祭神儀礼も，段代の甲骨史料や金石史料によっ
てその存在が確認されており，少なくとも，紀元前12世紀にはそうした類の儀礼が行われていた
ことが判っている。（5）
　また，戦国時代の銅器の画像紋に，儀礼としての采桑を描いた，と思われる場面があるとされ，
おそらく，この時代，王后などの高貴な身分の女性たちによって，そういった種類の儀礼が行わ’
れていた，と見られる。（6）ただ，それについて，采桑と並行して，祭神の儀礼も行われていた
形跡はあるが，具体的にどのような神が祭られていたか，などについては，明らかではない。
　一方，経書に記載されている周代の儀礼のあり方を見ると，後代，先蚕儀礼について，その典
拠としてしぽしば引用されるのは，以下の三つの記述である。
　　中春，詔后帥外内命婦，始欝子北郊，以為祭服。（『周礼』巻2「天官」内宰条）
　　（二月，詔して，后は女官と諸侯の夫人を率いて北郊で養蚕を始め，祭服を作る。）
　　（季春），后妃齊戒，親東郷躬桑，禁婦女母観，省婦使，以勤麓事。麓事既登，分繭称糸糸致功，
　　以共郊廟之服，無有敢惰。（『礼記』巻5「月令」）
　　（三月，后妃は斎戒して東に向かい，自ら桑を摘む。（養蚕に従事する）婦女の身を飾るこ
　　とを禁じ，他の仕事を省いて蚕事に専念させる。蚕事が成ると，繭を繰り，出来高を調べ，
　　郊祀，宗廟の祭服に提供し，みだりに怠ったりしないようにする。）
　　天子親耕於南郊，以共齊盛，王后麓於北郊，以供純服。諸侯耕於東郊，亦以共齊盛，夫人麓
　　於北郊，以共冤服。（『礼記』巻14「祭統」）
　　（天子は甫郊で自ら耕して供え物の穀物を提供する。王后は北郊で養蚕し，祭服を提供する。
　　諸侯は東郊で耕して，供え物の穀物を提供し，夫人は北郊で養蚕をし，祭服を提供する。）
　　古者天子諸侯，必宥公桑欝室，近川而為之，築宮初有三尺，棟糖而外閉之。及大目斤之朝，君
　　皮弁素積，ト三宮之夫人世婦之吉者，使入麓干欝室。奉種浴千」1l，桑子公桑，風戻以食之。
　　歳既箪実。世婦卒麓，奉繭以示君，遂献繭干夫人。夫人日，此所以為君服典。遂副緯而受之，
　　因少牢以穫之。古之薦犬繭者，其率用此與。及良日，夫人繰。遂朱緑之，玄黄之，以為繍敵文
　　章。服既成，君服以祀先王先公。敬之至也。」（『礼記』巻14「祭義」）
　　（古えの天子諸侯は，必ず公桑，蚕室を持っており，川の近くにこれを作って，一刃三尺の
　　宮を築き，いばらで囲い，外からこれを閉ざした。三月朔日の朝，君主は白いかんむりと衣
　　を着け，三宮の夫人，女官を占って，吉となって者を蚕室で養蚕に入らせる。蚕の種を奉っ
一10一
　　て，川で沐浴し，公桑で桑を摘み，風で乾かして，これを蚕に与える。期問が過ぎると，女
　　官は養蚕を終えて，繭を奉って君主に示し，夫人に繭を献上する。夫人は「これが我が君の
　　服となるのですね。」と言い，早速，祭服を着てこれを受け，少牢でこ柞を礼遇する。良い
　　日に夫人は糸を繰る。三度手を盆に浸し，三宮の夫人，女官の吉となった者を並ばせて糸繰
　　りをさせる。それから，朱，緑，黒，黄に染め，徽敵の模様をつける。服が出来上がると，
　　君主はこれを着て先王，先公の祭祀を行う。敬愛の念の至りである。）
　これによれば，祭日は『開元礼』と同じ季春（『周礼』では申春）だが，先蚕の祭祀にあたる
ような祭神の儀式は見当らず，基本的には「蚕」と「桑」のみである，と考えてもよいだろう。
ただ，『礼記』「祭義」では，養蚕の終わった後，糸繰りから染色，刺繍を経て祭服に仕立てるま
でを儀礼に含めているのが注目される。
（3）漢
　皇后による先蚕儀礼の原型と思われるものが，最初に史料に登場するのは，前漢文帝の十三年
（前168年）のことである。これによると，この時には，次に掲げるように「皇后親桑」という
形を取っていたようだ。
　　春二月甲寅，詔日，朕親率天下農耕，以供棄盛，皇后親桑，以供奉祭服，其具穫儀。
　　（『漢書』巻4文帝紀　標点本p．125）
　　（二月甲寅，詔して「朕は自ら天下の農耕を率い，供え物の穀物を提供し，皇后は自ら桑を
　’摘み，祭服を提供して，国の儀礼に具えよう。」と言われた。）
　実は，皇帝の親耕に関しては，これに先立つ文帝の三年（前178年）に次のような内容の詔が
出されていた。
　　春正月丁亥，詔日，夫農，天下之本也。其開籍田，朕親率耕，以給宗廟棄盛。
　　（同上　標点本p．117）
　　（一月丁亥，詔して「農は天下の本業である。そこで，籍田を開き，朕自ら率いて耕し，宗
　　廟への供え物の穀物を提供しよう。」と言われた。）
　いずれも，あくまで皇帝の詔であり，実際に儀礼は行われたのか，行われたらとしたらどのよ
うな形で行われたのかは，これらの史料からは読み取れない。だが，籍田・先蚕両儀礼がこの時
点において皇帝の儀礼として創設されたことは確かだろう。
　この二つの文帝の詔は，いずれも「農は天下の本」であり，皇帝自らがそれを率いて勧農に努
める，という内容のものである。これによって，この二つの儀礼の創設の動機を読み取ることが
出来るだろう。即ち，皇帝の親耕と皇后の親桑とは，文帝期以降盛んに推進された勧農政策の一
環として始められたもの，ということである。（8）
　以上によって，漢初において，まず勧農政策として籍田儀礼が開始され，それに付随する形で，
その対称としての養蚕の儀礼が創設されたことがわかった。
　この他，『漢書』に見える皇后の親桑の記事は，次の二つが挙げられる。
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　　建昭四年三月，雨雪，燕多死。谷永封日，皇后桑欝以治祭服，共事天地宗廟，正以是日疾風
　　自西北，大寒雨雪，壊敗其功，以章不郷。宜齋戒蹄寝，以深自責，請皇后就宮，商閉門戸，
　　母得檀上。且令衆妾人人更進，以博施。皇天説喜，庶幾何以得賢明之嗣。即不行臣言，災異
　　愈甚，天愛成形，臣難欲復掲身關策，不及事已。其後許后坐祝証魔。
　　（『漢書』巻27五行志　標点本p．！425）
　　（建昭四年（7）三月，雪が降り，多くの燕が死んだ。谷永は（皇帝の下問に）答えて「皇后
　　は桑摘みと養蚕をして祭服を作り，（皇帝と）共に天地と宗廟の祭祀に携わります。まさに
　　その日に西北より疾風が吹き，寒さと雪でその成果が破壊されたのは，天意に沿わないこと
　　を明らかにしたのです。斎戒して（皇帝の）寝所に上がることを避けて，深く自責するべき
　　であります。皇后さまには，宮におられて，堅く門を閉め，主上を一人占めすることのない
　　よう，お願いいたします。そして，多くの側妻の方々をもっとお進めして，広く恵みを施す
　　べきでございます。そうすれば，天は喜び，賢いお世継ぎを授けて下さるでしょう。もし，
　　わたくしの言に従わなければ，災いはいよいよひどくなり，天変が起こって，わたくしが身
　　を捨てて対策を為そうとしても，どうすることもできなくなります。」と申し上げた。その後，
　　許后は呪誼の罪に問われて廃された。）
　　葬既外嚢翠臣，令構己功徳，…葬又知太后婦人厭居深宮中，葬欲虞樂以市其灌，及令太后四
　　時車駕巡狩四郊，…春幸繭館，率皇后列侯夫人桑，遵覇水而祓除。（同巻98元后伝　標点本
　　P．4030）
　　（王葬は既に群臣から抜きんでて，自らの功徳を称えさせていた。（中略）葬はまた太后（王
　　皇太后）ら婦人たちが後宮の奥で退屈しているのを知り，宮の外に出て娯楽をしたらよい，
　　と考え，太后に四季を通じて東西南北四郊を車で巡って頂き，（中略）春は繭館に御幸し，
　　皇后（王葬の女），列侯の夫人を率いて桑を摘み，覇水のほとりでみそぎをした。）
　これらの記述には，いずれも「蚕」と「桑」は見えるが，唐代の先蚕祀に該当する記述は見あ
たらない。この時点では，祭服を作る為の養蚕に用いる桑を皇后が自ら摘む，という内容の儀礼
であって，先蚕としての神を祭ることは行われていなかったようである。これは前章で触れた『礼
記』の記述とも重なり，少なくとも前漢の末，王葬が実権を掌握する頃までは，儀礼に先蚕祀は
含まれていなかった，と考えられる。
　後漢に入ると，『続漢書』巻9礼儀志に次のような記事が見える。
　　是月（季春），皇后帥公卿諸侯夫人麓。祠先麓，穫以少牢。（標点本p．3110）■
　　（この月（三月），皇后は公卿，諸候の夫人を率いて養蚕を行う。先蚕を祭り，少牢でこれ
　　に礼を行う。）
　ここで初めて先蚕を祀る，ということが現れる。先蚕儀礼，と呼び得るのはこの時期のものか
らだろう。前掲の注に引かれた『漢旧儀』の記述にも，それははっきり記されている。
　　春桑生而皇后（親）桑於苑申。欝室養麓千薄以上。祀以中牢羊琢，（祭）欝神日苑鰯婦人，
　　寓氏公主，凡二神。華臣妾從桑還，献於繭観，皆賜從桑者（糸糸）。皇后白行。（標点本p．3110）
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　　（春，桑が生じると，皇后は（自ら）苑中で桑摘みをする。蚕室では千以上のまぶしに蚕を
　　養う。中牢の羊や豚で祭乖巳を行う。（祭られる）蚕神は苑触婦人，寓氏公主の二神である。
　　桑摘みに従っていた女性たちは，戻ると繭観に（桑を）一献じ，桑摘みに従っていた者には皆
　　（糸を）賜う。皇后が自ら行う。）
　これによると，『開元礼』の先蚕儀礼の規定の原型が，この時期にほぼ出来上がっていたこと
がわかる。
　注目されるのは，これらの記述では，前漢のように皇后ρ「桑」だけを強調していないことで
ある。このことは，皇后の親桑の持つ意味に何らかの変化があったことを示しているのではない
か。皇后の「蚕」については，『東観漢紀』に次のような記事が見える。
　　明徳馬后置織室，麓於濯龍中，敷住來観視，内以娯楽，外以先女功。（『東観漢記』巻6（標
　　点本p．194），『芸文類聚』巻39礼部「親麓」所引）
　　（明帝馬皇后は織室を置き，濯龍園で養蚕を行わせた。何度か出かけてそれを見学し，内に
　　は娯楽にし，外に対しては女子の職務の先頭に立つようにした。）
　ここに見える織室とは，先に引いた『続漢書』礼儀志注の『漢旧儀』の記事にも「凡欝糸糸紮，
織室以作祭服。」（養蚕で出来た糸，わたは，織室で祭服に作られる。）とあるように少府の属官で，
（8）宮申の織布と染色を担当する部署である。ここが皇后の管理の下にあったということは，宮
中の被服に関する業務は皇后にその責任があった，ということになる。■とすると，『東観漢紀』
に述べられている皇后の「蚕」とは，そうした宮中での被服管理に関する日常的業務の流れの中
で行われていたものであり，前漢における勧農政策としての皇后の「親桑」とは区別しなければ
ならなくなる。
　すると，『続漢書』に見える年中行事としての「蚕」も，そういった皇后のごく日常的な業務
を儀礼化したもの，と考えられる。「蚕」の一連の過程が主に室内で進められる中で，「桑」は野
外で行われる為に，パフォーマンス性が強い。前漢において「桑」が強調されたのは勧農の儀礼
としてのアピール度を意識した為だろう。それが，時代が下って，宮中での養蚕が整備され，織
室の機能と有機的に結び付けられるようになると，パフォーマンスとしての「桑」の役割が薄れ，
代わって先蚕祀を付与することによって国家の祭礼に編成された，と思われる。
　先程挙げた前漢後半期における二つの事例を見ると，いずれの「桑」も，儀礼と言うよりは日
常の業務，ともすると後宮の女性たちの娯楽であるかのように記されており，この時期が前漢の
「桑」から後漢の「蚕」への移行期である，と見傲すことが出来るだろう。
（4）魏晋南朝
　魏晋期の儀礼の次第については，『晋書』の礼志にかなり詳細に述べられている。
　　先麓壇高一丈，方二丈，為四出陛，陛廣五尺，在皇后採桑壇東南帷宮外門之外，而東甫去帷
　　宮十丈，在欝室西南，’桑林在其東。取列侯妻六人為麓母。麓將生，澤吉日，皇后著十二鉾歩
　　揺二依漢魏故事，衣青衣，乗油書雲母安車，駕六駿馬。女尚書著紹蝉侃璽陪乗，載筐鉤。公
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主，三夫人，九嬢，世婦，諸太妃，太夫人及縣郷，郡公侯特進夫人，外世婦，命婦皆歩揺，衣青，
各載筐鉤従麓。先桑二日，麓宮生麓著薄上。桑日，皇后末到，太祝令質明以一太牢告祠，謁者一
人監祠。洞畢撒撰，班鹸昨於從桑及奉洞者。皇后至西郊升壇，公主以下陪列壇東。皇后東面据桑，
採三條，諸妃公主各採五條，縣郷君以下各採九條，悉以桑授欝母，還麓室。事言乞，皇后還便坐，
公主以下乃就任。設饗宴，賜絹各有差。（標点本p，590～591）
（先蚕壇は高さ一丈，周囲二丈で，四方に階段をつくり，皇后の采桑壇の東南，帷宮の外門の外，
帷宮から東南へ十丈，蚕室の西南にある。桑林はその東にある。列侯の妻六人を選んで蚕母にす
る。蚕が生じる頃になると，吉日を選んで，皇后は十二のかんざしと歩揺を挿し，漢魏の故事に
基づいて青衣を着，油画雲母安車に乗り，六駿馬に引かせる。女尚書は紹蝉を着け，璽を持って，
皇后に従って乗り，（采桑に使う）かまとはこを載せる。公主，三夫人，九嬢，世婦，太妃，太
夫人，県郷郡公侯特進夫人，外世婦，命婦は，皆歩揺を挿し，青い衣を着，おのおのはことかま
を車に載せ，養蚕に従事する。桑摘みの二日前，蚕宮では生じた蚕をまぶしに移す。桑摘みの日
の当日，皇后が到着しないうち，太祝令は，明け方，太牢を以って告祠し，宙官一人が祭祀を監
督する。祭祀が終わり，僕が片付けられると，余った昨が，桑摘みに従った者と，祭祀に参加し
た者に分けられる。皇后は西郊に赴いて壇に上り，公主以下は壇の東に整列して従う。皇后は東
面して桑を摘み，三條摘む。諸妃，公主はそれぞれ九條摘んで，ことごとく桑を蚕母に渡し，蚕
室に戻す。事が終わると，皇后は座に還り，公主以下は位に就く。饗宴を設け，それぞれ身分に
応じて絹を賜う。）
　ここでは，一応，「蚕」十「桑」十「先蚕祀」という形が定着してはいるが，先蚕祀は皇后の
親祭ではない。皇后が自ら参与するのは采桑のみということは，儀礼の重点は主に皇后の「桑」
に置かれており，また，儀礼全体の規模も唐代に比べて小さかったようだ。
　しかし，こうした詳細な儀礼の運用次第の規定から見ても，この時期に儀礼の形が整えられ，
それに伴って儀礼そのものの規模が拡大したことがわかるだろう。先蚕儀礼の原型は前漢におけ
る「桑」よりも，後漢に整備された「蚕」に求められることは前節で述べた通りであるが，先に
述べたような魏晋期の先蚕儀礼の理念型は，後漢の宮中業務を儀礼化した「蚕」に，前漢のパフォー
マンス性の強い「桑」’を付与した上で，皇后の親桑を儀礼の中心に据えたものである，と見るこ
とが出来る。つまり，後漢の「蚕」と前漢の「桑」とを結び付けることによって儀礼の規模を拡
大したというわけである。
　江南に遷った晋を継承した南朝の諸王朝については，一応，『宋書』巻14礼志に儀礼の規定が
記載されているが，儀礼次第に関しては『晋書』の引き写しであり，儀礼の運営には，晋以来大
きな変化は無かったようである。
（5）北朝，隔
　北朝期を通じての，先蚕儀礼の規定は，『陪書』巻7礼儀志にまとめられている。
　　後齊為麓坊於京城北之西，去皇宮十八里之外，方千歩。麓宮方九十歩，絡高一丈五尺，被以
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　　棟。其中起欝室二十七口，別殿一厘。置麓宮令丞佐史，皆宙者為之。路西置皇后麓壇，高四
　　尺，方二丈，四出，階廣八尺。置先麓壇於桑壇東南，大路東，横路之南。壇高五尺，方二丈，
　　四出，階廣五尺。外兆方四十歩，面開一門。…毎歳季春，穀雨後吉日，使公卿以一太牢祀先
　　欝黄帝軒較氏於壇上，無配，如祀先農。穫言乞，皇后因親桑於桑壇。備法駕，服鞠衣，乗重謹，
　　帥六宮升桑壇東陛，即御座。女尚書執筐，女主衣執鈎，立壇下。皇后降自東陛，執筐者鹿右，
　　執鈎者居左，麓母在後。乃躬桑三條言乞，升壇，即御座。内命婦以次就桑，鞠衣五條，展衣七
　　條，禄衣九條，以授欝母。還議室。切之授世婦，灌一簿。預桑者並復本位。后乃降壇，還便
　　殿，改服，設努酒，班賛市還。後周制，皇后乗翠軽，率三妃，三姉，御媛，御娩，三公夫人，
　　三孤内子至麓所，以一太牢親祭，進箕先麓西陵氏神。穫畢，降壇，昭化嬢亜献，淑嬢終鳶犬，
　　因以公桑焉。（標点本p．145）
　　（北斉では蚕坊を京城の北西，皇宮から十八里の所に置き，周囲千歩の大きさに造る。蚕宮
　　は周囲九十歩，へいの高さは一丈五尺で，いばらで覆う。その中に蚕室を二十七室，別殿を
　　一つ置く。蚕宮令丞佐史を置くが，これは皆宙官である。西側に皇后の蚕壇を置き，高さ四
　　尺，周囲二丈の大きさに造り，四方に階段を広さ八尺に造る。先蚕壇を桑壇の東南，大路の
　　東，横路の南に置く。壇の高さ五尺，周囲二丈の大きさに造り，四方に階段を広さ五尺に造
　　る。祭場全体の周囲は四十歩，門を一つ造る。（中略）毎年三月，穀雨の後の吉日に，公卿に，
　　大牢を以って，先蚕として黄帝軒較氏を壇上に，配祀なしで先農の祭祀のようにして祭らせ
　　る。礼が終わると，皇后は桑壇で桑摘みをする。乗り物を準備し，鞠衣を着，重謹に乗り，
　　後宮の女官たちを率いて東の階段から桑壇に登り，御座に就く。女尚書ははこを持ち，女主
　　衣はかまを執って壇の下に立つ。皇后は東の階段から降り，はこを持つ者は右に，かまを持
　　つ者は左に，蚕母は後ろにいる。桑を三條摘んで終わり，壇に登り，御座に就く。次に女官
　　が桑摘みに入り，鞠衣の者は五條，展衣の者は七條，禄衣の者は九條摘んで蚕母に授ける。
　　（蚕母は）蚕室に戻り，桑を切って養蚕に携わっていた女官に授け，一つのまぶしの蚕に与
　　える。桑摘みに携わった者は皆本来の位置に戻る。皇后は壇を降り，便殿に戻り，服を改め，
　　慰労の酒宴を設け，褒美を分け与えて宮に戻る。北周の制では，皇后は翠幣に乗り，三妃，
　　三姉，御媛，御娩，三公夫人，三孤内子を率いて養蚕を行う所に至り，太牢を以って親祭し，
　　先蚕として西陵氏を祭る。礼が終わり，壇を降りると，昭化嬢が亜献をし，淑嬢が終献をし
　　て，それ牟ら公桑で（桑摘みを）行う。）
　これによると，北周でほぼ唐制に近い形の儀礼が完成している。北斉では先蚕祀が親祀されな
いのに対し，北周でははっきり「親祭」と規定されている上，昭化嬢亜献，淑嬢終献，と三献礼
になづている。（前出の『大唐開元礼』では，皇后が先蚕氏を祭った後，次いで貴妃（亜献），最
後に昭儀（終献）が同様の手順で儀式を繰り返している。）更に晴の規定では，次のように一献
礼ではあるものの，親祭になっている。
　　晴制，於宮北三里為壇，高四尺。季春上巳，皇后服鞠衣，乗重彊，率三夫人，九嬢。内外命
　　婦，以一太牢制。幣，祭先麓於壇上，用一献穫。祭言乞，就桑位於壇南，東面。尚功進金鉤，
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表②　先蚕儀礼の実施状況（唐以前）
王朝 皇帝 実　施　年 皇　　　　后
曹魏 文帝 黄初七年（226） 郭氏
晋 武帝 太康九年（288） 楊氏（悼后）
劉宋 孝武帝 大明四年（460） 王氏
北魏 宣武帝 景明三年（503） 干氏
唐 太宗 貞観元年（627） 長孫氏
高宗
????（?????????）????（?????????）????（??? ??（????）?????
玄宗 先天二年（714） 王氏
粛宗 乾元二年（759） 張氏’
典制奉筐。皇后採三條，反鉤。命
婦各依班採，五條九條而止。世婦
亦有麓母受切桑，濯言乞，還依位。
皇后乃還宮。（前掲『陪書』礼儀志
標点本p．146）
（陪の制では，宮の北三里一に高さ
四尺の壇を造る。三月最初の巳の
日に，皇后は鞠衣を着，重謹に乗り，
三夫人，九嬢，その他の女官と主
だった高官の夫人を率い，太牢を
もって祭る。幣は壇上の先蚕に祭
り，一献礼を用いる。祭りが終わ
ると壇の南の桑位に就き，東を向
く。尚功は金のかまを進め，典制
ははこを奉る。皇后は三條摘んで
かまを返す。女官たちはおのおの
の分担によって桑を摘み，五條，
九條摘んでやめる。女官で蚕母を
務めている者が切った桑を受け取
り，蚕に与え，終わると位置に戻る。
それから皇后は宮に戻る。）
　これによって，（1）節で見た，唐
に於ける儀礼次第は北膚に於てほ
ぼ完成した，と見ることが出来る
だろう。
　以上，これまでの流れをまとめてみると，先蚕儀礼は，先秦時代に行われて．いたものを引き継
ぐ形で，漢初に於て創設された皇后の親桑を原型とする。後漢になって，先蚕氏を祭る祭祀が付
与されて国家の祭祀として整備された。魏晋期以降，随時，儀礼の規模の拡大が図られ，唐代に
到る。
　一方，実際の儀礼の実施状況を各正史などで追うと，表②のようになる。それぞれの事例の背
景などについては，ここでは詳述しないが，漢代には全く事例がないこと，唐代の特に武則天の
事例の多さが際立っていることが注目される。こうしたことは，漢代に於てこの儀礼がごく日常
的な儀式であった，ということと，唐代に於ては他の時代と比べて比較的この儀礼が重要視され
ていたことを示しているものと思われる。
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（5）宋
　『宋史』の礼志には，宋代の先蚕儀礼について，次のような記載が見える。
　　宣和元年三月，皇后親麓，即廷福宮行穫。其儀，季春之月，太史澤日，皇后親欝，命有司享
　　先麓氏干本壇。（『宋史』巻102礼志　標点本p．2495）
　　（宣和元年（1119年）三月，皇后は親蚕を行い，．廷福宮で礼を行った。その儀によると，三
　　月に，太史が日を選び，皇后に親蚕にあたって，有司に命じて本壇に先蚕氏を祭らせる。）
　これによって，宋代では先蚕祀が親祀されなくなっていることがわかる。このことは，唐代と
比較して，儀礼の規模赤縮小したと見てもよいだろう。圭た，小島毅氏も指摘しているように（9），
真宗の時に，王欽若の上奏によって，それまで女官が行うことが建前であった先蚕儀礼の摂事（祭
祀を代理で行うこと）を男性の有司が行うようにした，（10）ということも儀礼の重要性の低下と
関連してのことだろう。
　小島氏によれば，宋代以降，先蚕と籍田は衰退へ向かい，特に先蚕の親祭は殆ど行われなくな
り，摂事も男性の有司によるものとなる。（11）先蚕儀礼は，唐代前半期を頂点として，宋代以降
衰退していった，と結論することが出来るだろう。
　ただし，松本洪氏によれば，清代では，乾隆帝以降，毎年のように先蚕儀礼の実施が記録され
ている上に，先蚕祀もしばしば皇后によって親祀されている。（12）この場合は，先蚕の祭場が王
宮の内部に設けられていた（図2）ことから見て，その実施はごく形式的，かつ小規模なもので
あった，と思われる。摂事も女官によって行われたり，男性の有司によって行われたりして，一
定していない。また，儀礼の過程に，『礼記』に倣ったとは見られるものの，糸を紡いで，布を
織り，祭服に仕立てるところまで含まれているところを見ると，あるいは後漢のような宮中の被
服業務と連動した年中行事的な祭礼であったのかもしれない。
2．民間における蚕神信仰
（1）宋代以前の民間の蚕神信仰
　続いて，民問の養蚕に関する諸祭祀と，そこに於ける先蚕の位置について見てみよう。果たし
て，民間でも先蚕と呼ばれる神が祭られていたのだろうか。
　宋以前の民間祭祀に関する史料には，先蚕と呼ばれる神の祭祀は見当らない。ただ，梁の宗懐
の『剤楚歳時記』正月十五日条に次のような記述が見られる。
　　按齋講記日，正月半，有神降陳氏之宅，云是麓室，若能見祭，當令欝桑百倍，疑非其事，祭
　　門備之七祠。…績齋講記日，呉縣張成夜起，忽見一婦人立於宅東南角，撃手招成，成即就之，
　　謂成日，此地是君家欝室，我即此地之神，明年正月半，宜作白粥，活膏於上，以祭我，當令
　　君麓桑百倍，言言乞而去，遂失所在，成如言，為作膏粥，自此以後，年年大得麓，今世人正月
　　十五日作膏粥藤之，…。
　　（『齋諾記』に，次のように見える。「正月半ば，神が陳氏の家に降りてきて，言った。『こ
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　　こは蚕室である。もし，これをよく祭るならば，蚕桑の出来を百倍にしてあげよう。このこ
　　とを疑うのなら，門を祭って七祠を備えなさい。』（中略）」『続齋講記』には，次のように見
　　える。「呉県の張成が夜起きると，たちまち一人の婦人が家の東南の角に立ち，手を挙げて
　　成を呼んでいるのを見た。成がすぐに行くと，彼に言ったのには，『この土地はあなたの家
　　の蚕室で，わたくしはこの土地の神です。来年め正月半ば，白粥を作り，膏を浮かべてわた
　　くしを祭りなさい。そうすれば，あなたの蚕桑の出来を百倍にしてあげましょう。』言い終
　　わると，去って，見えなくなってしまった。成がその言葉通りに膏粥を作ると，これより後，
　　毎年たくさ」んの蚕の収穫を得ることが出来た。4それで，今，世の人は，正月十五日に膏粥
　　を作ってこれに祈るのである。）
　『剤楚歳時記』は，南北朝期の長江中流域の剤楚地方の習俗に関する記録であるが，この他に■
も，正月十五日や，三月上巳の日に行われる祈蚕の俗は，正月十五日の紫姑神の祭祀を始め，各
地で記録されている。（14）
　ま牟，「民に養蚕を教えた神」としては，敦僅写本の中に次のような史料が見られる。
　　傾心於牛王沙門，啓首向馬鳴菩薩，所希蚕農称意，糸糸繭遂心，糸糸紬倍獲於常年，絹串全勝於
　　往歳，王母賜□蚕之術，麻姑呈補繭之方，妓人曳履以携盤，姿女霧裳而操使，后土夫人食飼，
　　九天玄女一供，竜王酒四壁之塵，電母点長明之燭，蚕食如風如雨，成繭乃如缶如山。
　　（牛王に心を傾けて，馬鳴菩薩に稽首致します。お願いするのは，蚕農が意に叶い，糸と繭
　　は思いのまま，紡織の出来は例年の倍に，絹布は今までにないような出来上がりで，王母は
　　（養）蚕の技術を授けて下さり，麻姑は繭を大きくする方法を示され，鮫人はくつを曳いて
　　盤を携え，肇女はもすそをかかげて機織りをし，后土夫人は蚕に餌をやり，九天玄女は準備
　　を（整え），竜王は四壁の塵を洗い流し，電母は常夜燈を点し，蚕が桑を食べることは風の
　　如く雨の如く，繭が出来上がることは缶の如く山の如くなりますように。）
　小南一郎氏が指摘するように，（ユ5）これによって，西王母を養蚕を教えた神として蚕桑の豊作
を祈願する信仰があったことが判る。また，小南氏は，西王母が儀礼としての采桑を行っている
資料を掲示して，高貴な女性による養蚕が一般の養蚕の皮切りとなり，その年の収穫を調整する
役目を担っていたことを指摘しているが，（16）こうした面から見れば，皇后の先蚕儀礼について，
その創設の動機に，前章で見たような政治的側面以上のものがあるとも考えられる。皇后自ら桑
の摘みそめをすることによって，天下の養蚕の開始の時期を決定する，という一般の生産活動と
密接に関わったものであった，と見ることができるのである。少なくとも，前章で触れた先秦時
代の采桑の儀式は，そうした目的で行われていた，と思われる。
　しかし，こうした一連の祈蚕の祭祀には，いずれも「先蚕」の語は見られず，宋代以前におい
ては，民間の祭祀に於ては，国家儀礼の先蚕の祭祀に相当するものは見られない，と見てもよい
だろう。
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（図3）楊山『函風広義』（清）巻2
　　　〔Kuhn．1984〕による
（図4）衛木『蚕桑卒編』（清）巻1ユ
　　　〔Kuhn．1984〕による
（2）宋代以降の民間の蚕神信仰
　宋代以降の養蚕に関する民間の祭祀については，Kuhn兵の論考がある机（17）これによると，
民間祭祀に於て「先蚕」の語が登場する最古の史料は，北宋の秦観の『蚕書』である。
　　臥種之日，升香以薦天馴先蚕也。割鶏設酉豊，以薦苑飯婦人，寓氏公主，蓋麓神也。母治堰，
　　母諌草，母沃灰，母室入外人。四者神實悪之。
　　（蚕の卵がかえる日，香をたいて天駆先蚕を祭る。にわとりを殺し，酒を供え，苑磁婦人，
　　寓氏公主に祈る。これらは蚕神である。治水工事，草刈り，灰まき，部屋によそものを入れ
　　ることをしてはならない。この四つのことは神のいやがることである。）
　この史料の苑磁婦人と寓氏公主とは，前章で引いた『続漢書』礼儀志に見える先蚕氏として祭
られる神の名称である。また，天馴（さそり座）は春分に太陽に近づく星座でちょうど養蚕の開
始の季節の星座であることと，馬→蚕との連想から，先蚕の精とされたのだろう。（18）国家儀礼
における先蚕神の移り変わりは後で述べるが，とにかく，これによって，この時代には，既に民
間に於て先蚕の祭りが行われていたことが判る。
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　民間での先蚕の祭りは，時代が下って明清期になると，かなり盛んに行われるようになったよ
うである。（図3，図4）これらの祭りは，春，蚕が艀化した際に蚕室の中で行われるものであり，
国家儀礼の中の先蚕儀礼のあり方とある程度一致する。先述した清代における先蚕儀礼の実施状
況も，伝統的な儀礼の復活という意図と同時に，こうした民間で定着した先蚕祀に，逆に影響を
受けての実施だったのではないだろうか。
　この他にも，清代の四川地方で行われていた正月の「蚕姑」の祭祀（図5）や，春の「祀先蚕」
に対して，秋に収穫を感謝する「祀謝」（図6，図7，図8）があるが，「祀謝」の場合は祭りの
対象が「蚕神」となっ下おり，また図を見れば判るように，「祀先蚕」では女神が祭られている
のに対して，「祀謝」では男神になっていることから見て，別々の祭祀であった，と思われる。
次節で見る通り，国家儀礼での先蚕氏は基本的に女性の神であり，民間での先蚕の祭祀は，『蚕書』
の記述からも見て取れるように，国家儀礼の影響を受けて成立したものではないだろうか。
（3）先蚕神の推移
　最後に，先蚕氏として祭られた神の変遷について見た上で，国家儀礼と民間儀礼の関係につい
て考察したい。
　先述したように，『続漢書』の記述によって，．漢代では，苑飯婦人，寓氏公主という神が祭ら
れていたことが判るが，これらの神については，全く判っていない。Bodde氏は，婦人を結婚後
の称号，公主を緒婚前の称号と見て，二神を同一の神としているが，（19）決定的な根拠はない。
おそらく，Kuhn氏の指摘通り，土俗の蚕神が国家の祭祀に取り入れられ，やがて，儒教理念の
確立と共に姿を消したものであろう，と思われる。（20）
　魏晋と南朝に於ては，固有名詞としての先蚕氏の名は特に見られないが，北朝になると，前章
で挙げた『陪書』の礼儀志に’，北斉と北周で先蚕氏として祭られていた人物の名が見える。それ
によると，北斉では黄帝，北周では黄帝ρ嫡妻である西陵氏が先蚕として祭られている。経書に
よれば，民に布を織り，衣服を作ることを教えたのは黄帝であ亭，とされているから，儒教的理
念によれば，先蚕＝黄帝というのは妥当な見方である。そして，養蚕は女性の職務とされること
から，自然に夫たる黄帝から妻の西陵氏に先蚕の神格が移ったものと思われるのである。制度的
には北周のものを受け継いだと思われる階唐とそれに続く宋では，祭神は先蚕氏とのみ記される
だけであるカ㍉これはKuhn氏の指摘のように（21）先蚕＝西陵氏が缶識化して，殊更にその名を
記さなかったのだろう。とすると，国家儀礼の場に於ける先蚕氏は，基本的には西陵氏であった
ことになる。
　それでは，民間の祭祀では，先蚕氏として祭られていたのはどんな神であったのだろうか。先
述したように，前節で挙げた『蚕書』の記述では，後漢に於て国家儀礼の場で祭られていた苑賦
婦人と寓氏公主が蚕神として祭られている。これは，『続漢書』の記述そのものに典拠を置くも
のであり，民間で存続していた蚕神信仰とは別ものだろう。
　時代は下って，王禎の『農書』の1530年版の挿画に，興味深い図が見られる。（図9）これと
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（図9）『農書』（王禎）1530年版　巻22〔Kuhn．ユ984〕による
同様の図は，他に，同じ『農書』の1774年版の挿画（図10）と，王折の『三才図会』巻1（図11）
にも同様の図が見られる。これらは，蚕神とされた女神たちの図であり，西陵氏を中心として，
苑磁婦人，寓氏公主，大姑，三姑，馬頭娘，蚕母といった女神たちが並べられている。うち，西
陵氏は6世紀以降，国家儀礼における先蚕の神であり，苑駆婦人と寓氏公主とは，漢代の国家儀
礼に典拠を持つ神である。また，蚕母とは，国家儀礼に於て宮中の養蚕に従事する女官の称であ
り，国家儀礼としての先蚕儀礼のテキストから派生して蚕神とされたものではないか，と思われ
る。
　一方，大姑と三姑とは，Kuhn氏によれば，元代から清代にかけて一般に信仰されていた蚕神
である，と言う。（22）そして馬頭娘は，『准南子』などにも見える養蚕の起源に関する説語から来
た民間の蚕神であるのは明らかである。人間の女性と馬との結合によって琴が生ずる，という説
話は，日本のオシラ神信仰とも深い関わりを持っており，中国でも相当古くからあった信仰だろ
う。（1）節で引いた敦煙文章に見える「馬鳴菩薩」との関連も注目される。（23）
　こうして見ると，『農書』などの図は，国家儀礼における蚕神と，民問信仰における蚕神とが
統合されていることがわかる。そして，これらの神々の上座に位置しているのは，西陵氏であり，
先蚕（始蚕）の名と養蚕創設の功も彼女に帰せられている。つまり，この図は一連の養蚕に関す
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（第10）王禎『農書』1774年版巻20
　　　〔Kuhn．1984〕による
る女神たちを統合，国家儀礼の場での祭神である
西陵氏を最高神として新たに序列化した，その結
果である，とすることが出来るのではないか。
　とすると，これらの図は，国家祭祀の祭神と民
問信仰とが統合された，一つのケースと見ること
ができよう。
　これまで見てきたように，国家儀礼としての先
蚕儀礼は唐代以降衰退に向かい，それとほぼ前後
するように，民間の養蚕に関する儀礼の中に先蚕
祀が登場し，以後盛んに行われるようになってい
る。つまり，国家儀礼としての皇后の先蚕儀礼と，
民間における先蚕の祭祀とは，宋代を境に反比例
しているのである。以下は，現在の段階では仮定
に過ぎないが，民間における先蚕祀は，国家儀礼
のそれが民問のレベルに下降してきたことによっ
て発生したのではないだろうか。従来，民間の祭
祀の，国家儀礼への取り込みについてはしばしば
論じられて来たが，これはその逆の事例として注
目する必要があるかもしれない。
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（図11）王折『三才図会』巻1〔Kuhn．1984〕による
　以上，中国における先蚕儀礼につ
いて，国家儀礼と民間祭祀の両面か
らその概略を見て来た。ここでは，
国家儀礼としての先蚕儀礼の政治的
意義，実際の皇后権力のあり方との
関わりについては，詳しくは触れな
かったが，それには，儀礼の実施状
況のより詳しい分析も必要であり，
今後の課題としたい。
　日本に於ても，皇室親蚕という行
事が見られる。現在も皇后が自ら皇
居に於て養蚕を行っていることは既
に知られていることであるが，中国
一24一
の制度を模倣して成立したものであることは明らかである。儀礼の形態や沿革については，松本
洪氏や布目順郎氏の研究があるが，（24）その政治的ないし宗教的意義にまで掘り下げたものはな
い。この親蚕の儀礼に限らず，日本に於ても，中国に於ても，皇后が携わる儀礼全般についての
研究と，儀礼に於ける皇后の象徴的役割といったものにまで考察を深めていくことが必要なので
はないだろうか。
［注］
（1）「金子　1976」
（2）『大唐開元礼』巻48吉礼「皇后季春吉巳享先欝親桑」
（3）旧暦の三月は，華北地方に於て，養蚕の開始の季節であり，特に上巳の日には様々な祈蚕，占蚕の祭祀
　が行われている。国家儀礼に於ても，それに忠実に儀礼カレンダーを編んだのだろう。
（4）唐に於ては，先蚕儀礼の祭場は，長安大明宮の北の禁苑の中の蚕壇亭に常設されていたようである。宋
　敏求『長安志』巻6「欝壇亭，在苑東，皇后祀先欝之亭。」（蚕壇亭は，禁苑の東にあり，皇后がここで先
　蚕を祭る。）但し，『唐令拾遺』巻8祠令第26条には，「季春吉巳一享先欝於西郊。」（開元七年）（三月の吉
　日の巳の日に西郊で先蚕を祭る。）とある。しかし，『旧唐書』本紀では，顕慶元年の武后の親蚕について
　は「皇后祀先欝子北郊。」（同書巻4高宗紀　標点本p．75）（皇后は北郊で先蚕を祭った。）とあり，粛宗乾
　元二年の張皇后の親蚕については「皇后祀先欝於苑中。」（同巻10粛宗紀　標点本p．255）（皇后は苑中で先
　蚕を祭った。）とある。
（5）　［Kuhn　1984］p．218～220。
（6）［布目　1979］P．239～251。
（7）これは，文帝三年の親耕が買誼の農本主義の重要性を説いた上奏に応じる形で行われたものであること
　からも裏づけられる。（『漢書』巻24食貨志）
（8）　『漢書』巻19百官公卿表「少府，秦官，掌山海池澤之税，…囑官有…東織，西織…河平元年省東織，更
　名西織為織室。」（少府は秦官で，山海池沢の税を掌る。（中略）属官に（中略）東織，西織があり，（中略）
　河平元年に東織を廃止し，西織を織室に名称を変更した。）
（9）　［小島　1989］P．151。
㈹　『文献通考』巻87郊社12「親欝祭先麓」「宋眞宗景徳三年，詔，祀先欝依先農例，遣官掻事。資政殿大．
　學士王欽若言，古者王后親率嬢御，以祀先麓，是以開賓通膿郊外祀録並有親麓祝鮮。蓋由中宮末嘗親祭，
　所以有司閥而不嬰。又通穫義纂，后親享先麓，貴妃為亜献，昭儀為終献，若撮事，則尚宮為初献，尚儀為
　亜献，尚食為終献。又周膿大宗伯，后不祭，則撮而薦豆邊徹。蓋薦豆簸徹王后之事，而宗伯得撮之。唐曾
　要云，農桑衣食萬人，不宜燭閥先欝之祭。皇帝遣有司掻祭可也。臣以謂囑之命婦末若蹄於有司，望詔有司
　参定其儀。詔太常穫院，検討撮祭故事，以聞穫院言，按開實通穫，季春吉巳饗先欝於公桑有司鰯事，前享
　五日，諾預享官散齋三日，致齋二日。享日未明五刻，設先欝氏神座於壇上北方南向。尚宮為初献，尚儀為
　亜献，尚食為終献，女相引三献之穫，女祝讃文飲福酒，受昨如常儀。又按周穫大宗伯，凡大祭祀王后不與，
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　則撮而薦豆盤徹。又云，王后不與，則賛宗伯注云，后有故不典祭，宗伯掻其事。又按唐曾要云，皇帝遣有
　司享先欝，如先農苛也。乃詔自今依先農例遣官撮事。」（宋真宗景徳三年，詔して「先農の例によって先蚕
　を祭り，官を遣わして祭祀を行わせる。」と言われた。資政殿大学士王欽若が申し上げた。「古えは王后が
　自ら嬢御を率いて先蚕を祭り，『開宝通礼』，『郊祀録』にはみな親蚕での祝辞がございます。しかし，皇
　后さまはいまだ親祭を行っていらっしゃらず，故に有司も欠員のまま任命されていません。また，『通礼
　義纂』には『后は自ら先蚕を祭り，貴妃が亜献を行い，昭儀が終献を行う。1もし摂事の場合は，尚宮が初
　献を行い，尚儀が亜献を行い，尚食が終献を行う。』とあります。また，『周礼』の「太宗伯」には，『后
　が祭祀を行わない場合には，代理で儀礼の用具を捧げて納める。儀礼の用具を捧げて納めるのは王后の仕
　事であるが，宗伯がこれを代理に使うことが出来る。』とあります。『唐会要』には『農業と，養蚕のため
　に桑を育てることは，すべての人の衣食を満たすものであり，先蚕の祭祀のみ欠けているのはよろしくな
　い。皇帝は有司を遣わして祭祀を行う。』とあり，有司が代理で行うことは可能です。わたくしは，（先蚕
　の摂事が）女官たちによって行われ，有司が行わないことについて，詔を下して有司がそのことを行うよ
　うにして頂きたく存じます。」そこで，太常礼院に詔して，祭祀の摂事の故事について検討させ，礼院が
　次のように申し上げたのを聞いた。「『開宝通礼』によると，『三月吉日巳の日に，公桑で先蚕を祭って食
　事を捧げることを有司が代理に行うことについて，祭祀の五日前から，祭りに参加する官は三日散斎し，
　二日致斎する。祭日の未明五刻に，先蚕氏の神座を壇上の北方に南向きに設置する。尚宮が初献を行い，
　尚儀が亜献を行い，尚食が終献を行い，女相が三献の礼をとりしきり，女祝が文を読んで福酒を飲み，昨
　を受け，常に定められたようにする。』とあります。また，『周礼』大宗伯によると，『大きな祭祀には王
　后が携わらない場合には儀礼の用具を捧げて進めることを代理で行う。』とあります。また，王后が携わ
　らない，というのは，賛宗伯の注によると，『后が祭祀に携わらない事情がある時は宗伯が代理で行う。』
　とあります。また，『唐会要』によると，『皇帝は有司を遣わして先蚕を先農のように行わせることが出来
　る。』とあり，（有司が代理で行うことは）可能です。」そこで，詔して「これキり先農の例によって官を
　遣わして摂事させるようにする。」と言われた。）
⑪　［ノ』・島　1989］p．151。
㈹　［松本　1936］P．286～300。
⑬　先蚕の祭場は，唐では先述したように，都の北の禁苑の中，それ以前では，魏では北郊，晋，南朝宋で
　は西郊，北魏では北郊，北斉では王宮の北西十八里，晴では王宮の北三里と，基本的に都の外に置かれて
　いた。が，宋代以降では，王宮（皇城）の中に設置されるようになっている。
ω　［中村　1988］p．18～31，p．70～75。
［ノ』・南　199ユ］p．133。
同p．134～136。
［Kuhn　ユ984］p．233～241。
同p，230～231。
［Bodde　1975］p．269。
［Kuhn　1984］p．222。
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㈱
㈱
㈱
㈱
同p．222～223。
同P．232。
［小南　i991］P．133～134。
［布目　1979］P．ユ56～163。
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畑中幸子／原山　煙編
『東北アジアの歴史と社会』
　清代に急速に進んだとされる満州族の漢族化
の問題に視点を据えながら，満州族と他の中国
東北部の諸民族間の相互交渉を言語，民俗，信
仰など多方面から学際的に共同研究した成果が
本書である。内容は梅樟忠夫「黎明期のツングー
ス研究およびモンゴル研究」，愛新覚羅連紘「粛
親王家雑記」，鄭光「朝鮮朝に於ける訳科清学
と満州語の試験答案紙について」，藤本幸夫「『北
征録』について」，加藤九酢「中央アジアの朝
鮮族における文化変容」，井上紘一「バラディ
ウスの南ウスリー踏査記」，佐々木史郎「レニ
ングラードの人類学民族学博物館所蔵の満州文
書」，畑中幸子「中国東北部における民族誌的
複合」，原山煙「モンゴル遊牧民世界に於ける
イヌ観念一『元朝秘史』の事例を中心に一」，
小長谷有紀「モンゴルの家畜屠殺をめぐる儀礼」
となっており，粛親王の孫の蓮紘論文は，清朝
の王室についての最後の語り部的報告となって
いて興味深い二満州族をは一じめダウール・オロ
チョン・エベンキなど中国東北諸民族の相互交
渉を通観した畑中論文は今後，この方面への恰
好の研究指針を示している。　　（佐野賢治）
A5判　336頁　名古屋大学出版会刊行
　　　　　　　　1991年ユ月刊　5150円
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